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の割で少なレ．

4　黒石，藤坂の既往の気象琶料から，豊熟期軌の気

温．日照に一一■いて検討して見ると，各年次共に藤坂では

黒石よわ，低温寡照の傾向を示し．太平洋側地域では．

豊熟期に不良気象を示す可能性が，津軽地域より大きい

ことになる．

邑　水稲収量は両年次とも平年収量を上勉め．特に昭

◎

和祈年は・畑臥早値の多かった太平洋側地域で多収を

示し，昭和祈年には．日本海側地域が増収した．

6　昭和鉱年の日本海側地域は．高温多用のため．分

けつの早期切わ上げによれ　艶数が減少し，平年収量を

下廻わ，昭和祈年の太平洋側地域が，前年上身減収した

要因は，出絶後の寡照による豊熟不良によるものと判断

された．

水稲■生育におよぽす水溶透量の影響について

塩島光洲・大向信平・若生枚兵衛

（宮城県鳥試）

ま　え　が　書

本報告は．宮城県下に広汎を分布を占める低位泥炭地

水田土壌の改良試験を種々実施している宮城農試岩沼分

場において．昭和汐年以降，継続研究中の排水効果に幽

する圃場試験のうち∴主として昭和缶年度に調査した成

績によるものである．

1．　試　験　方　法

1　土壌断面および理化学性

第1表に示した如く，泥炭層はは一個虎に介在し．そ

の上層作土および2層は黒泥質上である．

第1表　試験圃地の土壌断面と理化学性
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之　排水施設

試験区枠の両端は明欒（8椚間隔）であわ．試験区枠

中央すなわち．明菜から4lnの位置に暗異が埋設されて
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第1図　排水施設および調査方法

参照）従って．

透水性の強い泥

炭層が介在する

ことも手伝って，

排水による水移

動は鋭敏であわ．

かっ，急速を乾

馴化えの過程をすゝめ得る条件となっている．

a　調査方法

排水による水番屋息の大小は，試験区枠内の位置に上

って具わ，第1図地下水位曲線に示した如く．暗渠上郡

と明渠托近い周辺部を逆ピークとして，この中間部では

趣く小さを添應量を示すに過ぎをレ．

以下の水稲生再と養分吸収．土壌についての調査は，

濠透豊の興る第1図．〃・∂・亡の8位匿について，窒

兼用宜0・0．雄・1．18KF／針の8段階で行ったものであ

る．

2．　拭　鹸　結　果

1．土壌一息扇・〟打3－〃・Fg＋＋・飢適作由一∫につい

て（弟2表・第3衰）
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第3表．釣＋＋・gl適作由一∫　（ヤ／100g乾土）
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g九〇は中間部にくらペ，蓼透量の大きい暗渠上部と周
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辺部において，湛水后の低下が急速であわ，且つ暗渠上

部は以降，落水に至るまで周辺部・中間部より低く経過

する．周辺部はEんの低下がピークに達する8月以降には，

中間部と殆んど大差のない経過を示している・充か，

Fg＋＋．ざ適作あーTについてみると．還元のピークに遷し

ている8月始めには，暗渠上部がFg＋＋・ぶともに中間部

よ少明らかに多い．逆に周辺部は，8月始めおよび9月

始めは．ともに中間部よカ明らかにすくない・以上のこ

とは．蓉透の量では．作付期間中の土壌酸化還元系を酸

化的方向え支配することは困難で，乾田化後（排水後）

の積算彦速星・地下水位低下の債算量の大少と土壌の乾

田化の進駐がその支配的要因であることを示すと考えら

れる．従って．暗渠上部では中間部よわ物質代謝（乾田

化；無機化）が激しい過程的状況にあると考えられる・

次ぎに八払－〃については．無窒素区における土壌刃仇

－〃の推移は．暗渠上部は作付幼間中平均して中間部

・周辺部より多い．〃－0ぷ晦区では．参透・地千等の

排水操作が本格的になる7月中旬まで．暗渠上部・周辺

部は中間部よカ多く，落水時にもやゝ多い傾向があるが・

〃～1．18晦施用区においては，周辺部が終始中間部よ少

低いJWわー〃濃度を示し．暗集上部では7月・8月はじ

めとも周辺部と大差ないが以降の期間．非常に多くを少

中間部を上廻る濃度となる・湛水期間中の土壌〃の可給

化量は晴彙上部で終始多く．周辺部でも湛水后，排水開

始時までは同様に中間部より多いが，以降において排水

による溶脱の影響を特に施肥〃について受けて低濃度と

なる，

之　水稲の生育ならびに収量（第4表・第5葬）

第4表　各位置における生育
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弟5巽　各位鼠における収量　（Kク／〃）
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上述の如き，土壌条件の変化は水稲の生育収量にも大

きく影響する．

暗渠上部では稗長・機長・組数・1絶拉致と粒重の噌

加と枇屋・屑米塵の族少がみとめられト猷辺部では枇重

・J日米重の減少と1穂社主の増加がみとめられ・大々！

中陶郡上少高収量を得た・昭栄上部では嬢窒系区が収量

高く，窒素多量巨二では周辿部の収量が掛へ結集となった・

窒顔多量伍で周辺部が他融とむ収査差の大幸いむは・中

間勧・暗東上邸は豊熟期に倒伏があったゝめである・

a　久細の〃吸収について（弟6衰・弟2選l）

第6表　各位匿にかける〃吸収濃度の推移
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第2回　〃吸収量の推移（岬／株）

無窒素区では出鞄の前后の期間．暗渠上部・周辺部は

濃度の低下がうかゞわれる程度で．他の別間は位置によ

る鰻度差は垂糞にはみとめられないが，成熟期における

斑中感度は，間辺・略史上部で高くをる・〟－0・舗鵬区で

は，最高分欒期には周辺・暗彙郡ともに中間部よ少低い

が，出終期以降において暗渠上部の吸収濃度は癒・茎葉

とも中間部より高くをわ，周辺部では徳の成熟期におけ

る濃度が高い．〟～1．13KP区では，周辺部は生育各期を

通じて．中間部・暗渠部で低辞盤を示し，暗渠上部は出

偲期以后の高い吸収洩度が目立つ・

吸収量についてみると，無窒素区で各位鼠における吸

収愚才の大きくなるのは出穂后であり．とくに周辺部は

後納の吸収室の増加が臨書である・この傾向は－　〃～

0．訪晦区でもほゞ同様であるが，暗渠上部の吸収量差は

史に大きい．〟～1■18句区は．中間・暗条とも豊熟中期

まで異常に高い吸収量を示し．周辺部の約2倍の億を示

すが．倒伏によめ成熟期には周辺部よか威少する・

5．　考　　　　察

以上の蕗結果から水諺透量の大小と．施肥〃・土壌〃

の吸収利用の時期とこの間に笥‖妾を相関を推定しうるが，

史に水稲生育にかよI雷す根圏土壌としての生理的意味と

参透の影響については東に検討を要するものと考えられ

る．


